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○----------------------------------------------------------------○

■はじめに■
東北地方太平洋沖地震はじめ，災害の被害に遭われた皆様に心よりお見舞い申し上げます。
また，一日も早い復旧をあわせてお祈り申し上げます。
　私は，ローカル線一人旅が好きで，昨秋も仙石線と石巻線を乗り継いで女川駅まで行きました。女川は，牡鹿半島の付け根にある美しい港町です。港の食堂でおいしい魚をいただき，駅に併設された「女川温泉ゆぽっぽ」でのんびり湯につかった思い出があります。女川駅のホームは駅舎より高い場所にあり，ホームへの階段中段に昭和35年チリ地震の際，津波が押し寄せた高さに青いラインが引いてあります。しかしながら，今回の津波は，その青いラインの高さ以上の想像を超えたもので，駅舎は土台だけ残し，ホームに止まっていた列車は港から500ｍ離れた高台まで押し流されたそうです。

　3月27日現在，大震災の被害者は死者・行方不明者が2万7千人を超え，24万人以上の方々が避難所などで不自由な生活を送られています。
　阪神大震災の時もそうでしたが，多くの学校とともに公民館等の社会教育施設も避難所として長期間の避難者支援を続けることになります。テレビや新聞で，避難所を運営する学校の先生や市町村の職員の皆さんの献身的な活動が報道されています。多くの国民が敬意の念を持って，その活動を見守っていると思います。被災地の皆さん，がんばってください！

　今回の災害を教訓とし，災害に備える取組を行う必要性を多くの方々が痛感しました。それを学習内容に創り上げ，地域ぐるみの活動に展開していくことも，私たち社会教育関係者の責務でもあると思います。

　最後に，また仙石線と石巻線を乗り継いで，美しい女川の港町を訪れたいと思います。

　被災地の皆様が一日も早く元の安心した生活に戻られることをお祈りしております。

所長　新田　憲章
■広島県立生涯学習センターからのお知らせ■
【当センター職員の異動】
☆よろしくお願いします（転入者）

　振興課：川野浩章（教育部生涯学習課から）

　振興課：戸田美之（国立三瓶青少年交流の家から）

　振興課：大下展弘（江田島市立三高中学校から）

☆大変お世話になりました。（転出者）

　振興課：徳重宏美（三原市教育委員会へ）

生涯学習センターでは，２年間，市町の職員研修に関わってきました。新しいセンターの機能としての「職員研修の実施」や「市町における職員研修の支援」の体制を創ることに携わることができたことに感謝しています。それは，多くの市町の職員の皆さんや講師をしてくださった大学の先生方と知り合えたこと，また，いっしょに知恵を出し合いながら最善の方法や内容を考えることができたからです。さらに，このことにより県の研修と市町の研修で学んだことや学んだ人が好循環する仕組ができつつあるからです。

これからも学んだことを生かしながら，私に与えられた次の役割を果たすことができるように努力していきたいと思います。本当にありがとうございました。

　振興課：岡川和彦（呉市立白岳小学校へ）

センターには平成22年度のみでしたが，お世話になりました。その中で，

たくさんの方と出会い，共に学ぶ中で感じたことは，人は皆「誰かのために，何かをしたい」という思いを，潜在的に持っているということです。その関連で今，私は広島の地にいて，東北地方太平洋沖地震で被災された方達のことを思い，私にできることは何だろうかと考え，学習目標を立て学び続けることで，自分なりの貢献活動への道が開けるのではないかと考えます。新天地の小学校現場から，私は被災された方達のことを念頭に置き，新たな学びを実践していく覚悟です。皆さんも，同じ生涯学習者の一人として共に手を取り，自分達にできることを実践していきましょう。
　振興課：阿部貴志（国立江田島青少年交流の家へ）

平成21年度より２年間，大変お世話になりました。この間，県内23市町すべてを訪問させていただき，また，事業を通して，たくさんの方とお会いすることができました。学校支援地域本部事業地域コーディネーター養成講座では，講師の先生から「ネットワーク（つながり）を生かす」ということを学びました。私自身は，助けていただくことばかりでしたが，みなさまと出会い，つながりが持てたことは私の大きな財産となりました。これからもどうぞよろしくお願いします。ありがとうございました。

【情報提供】

★生涯学習振興・社会教育関係職員等研修受講生者募集
◎平成22年度修了者の声

○上級研修：廿日市市教育委員会生涯学習課生涯学習係長　山本和夫

上級研修に参加して

生涯学習行政の現場から５年離れている間に，教育基本法が改正され生涯学習の今日的意義が大きく変わっていた。中教審答申を読みこなそうと書籍を買い求めたが，一人での学習の限界を感じていた。そんな時，上級研修があるということを聞き，「これはチャンス」と，すぐに参加を申し込んだ。

上級研修は，参加型の演習と最先端の生涯学習の講義を聞けるスタイルになっている。

講義では，書籍には書かれていない最新の知識を得ることができる。参加型の演習では，他市町の状況を聞いたり，生涯学習についてお互いに語ったりすることで意識の共有化が図れた。やはり，生涯学習は，一人ではなくコミュニケーションを通して自分が磨かれていくものだと感じた。

上級研修は，知識を得，仲間を得，自分を磨く貴重な時間となるであろう。

○初級研修：坂町教育委員会生涯学習課文化振興係長　増木梨江

研修に参加させていただいて

生涯学習課に配属となり，生涯学習，社会教育とは何なのか。もやもやしたまま一ヶ月を経った頃，この研修会に参加させていただきました。
　研修では，今なぜ生涯学習の振興が大切で重要であるのか，私たち生涯学習に携わる者はどうするべきなのか様々な観点から学び，また多くの先輩方からの実践を伺うことができました。
　グループワークでの学習プログラム作成は，意見を出し合い完成した時には達成感と共に，これから自分が何をすべきなのか見えてきたことがこの研修に参加した一番の成果でした。皆さんも是非参加して生涯学習振興の大切さとともに楽しさを見つけてください。
（増木さんの職名は，平成22年度研修受講時のものです。）

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/kensyu/kenshy%20jouhou.htm
★事例・学習プログラムの紹介

当センターでは，参考になる事業や学習プログラムをテーマや社会教育施設
に分けてホームページで御紹介しています。
「府中町放課後子ども教室ボランティア交流研修会」
府中町全ての放課後子ども教室のボランティアが，講義・演習や情報交換を通じて，ボランティア同士のネットワーク化やスキルのレベルアップを図ることを目的とした研修会です。
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/kyouikuryoku/jirei%20futyutyou/hutyutyoulink1.html
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集■
【広島県教育委員会関連】
★広島県教育委員会
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【広島県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
資料展示「なつかしき県北の風景－古写真で見る三次－」
＜３月５日（土）～５月14日（土）＞
「おはなし会」
　＜４月９日（土）・４月23日（土）11:00～11:40＞

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
★縮景園（℡：082-221-3620）　　
http://shukkeien.jp/sitemap.php
桜神楽
＜４月３日（日）13：00～＞
観桜茶会

＜４月３日（日）9：00～17：00（受付終了）＞

★広島県立美術館（℡：082-221-6246）
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
○特別展
「印象派の誕生　ミレー，クールベ，モネ，ルノワール，ゴッホ」
＜開催中止＞
４月５日から開催予定の特別展「印象派の誕生」は,東北地方太平洋沖地震の影響により急遽中止されました。
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/exhibition/impressionism/index.html
○所蔵作品展
『日本画』の前衛展に寄せて」
広島画壇の先鋭・山路商とその時代
＜２月１日（火）～４月17日（日）＞
広島の前衛絵画　浜崎左髪子と善鳩人
＜３月１日（火）～４月10日（日）＞
陶芸の前衛　走泥社
＜１月25日（火）～４月10日（日）＞
「『木』を彫るということ－
平櫛田中（ひらくしでんちゅう）と圓鍔勝三(えんつばかつぞう)」
＜２月１日（火）～４月17日（日）＞
「マックス・エルンスト《博物誌》」
＜２月１日（火）～４月17日（日）＞
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/collection/index.html
児玉希望　Part 1
　＜4月12日（火）～5月22日（日）＞
芥川永の彫刻
　＜4月19日（火）～7月10日（日）＞
アリスティード・マイヨール《ウェルギリウスの農耕歌》
－のどかなる情景－
　＜4月19日（火）～7月10日（日）＞
表現と技法 ツルツルからデコボコまで 

　＜4月19日（火）～7月10日（日）＞
焼き物の諸相－館蔵品でつづる日本陶磁紀行－
＜4月12日（火）～7月3日（日）＞
★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

http://www.harc.or.jp/
　　
★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
第１回文化財講座
「蕙斎・貞秀・初三郎－近世・近代日本の鳥瞰図を読み解く－」　　

＜４月23日（土）14:00～16:00　＞
歴史民俗展示「江の川の瀬と渕」

＜４月15日（金）～６月12日（日）＞

歴史民俗展示「江の川の瀬と渕」展示解説会

＜４月17日（日）14:00～15:00＞

春の特別企画展「歴史の風景・眺めてみれば」　　　　

＜４月22日（金）～６月12日（日）＞

春の特別企画展「歴史の風景・眺めてみれば」展示解説会　　

＜4月24日（日）14:00～15:00＞
★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
○春の展示（部門展）「考古学入門－石器と土器のはなし－」

＜４月22日（金）～６月12日（日）＞

展示解説会　部門展「考古学入門－石器と土器のはなし－」から
　＜４月24日（日）13：30～14：30＞
○平成23年度スポット展示
「草戸千軒の硯－生活を支えた石の道具たち（４）－」

　＜４月１日（金）～５月26日（木）＞

スポット展示解説会

スポット展示「草戸千軒の硯－生活を支えた石の道具たち（４）－」から
　＜４月３日（日）13：30～14：30＞

　　　　　　　　　
★広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
http://www.sports.pref.hiroshima.jp
あそびはカラダづくりまつり2011
　＜５月１日（日）12：00～17：00＞（最終入場16：00）
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
収蔵文書展「激動の時代　幕末維新の広島と古文書」

　＜３月28日（月）～６月11日（土）＞
【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省
http://www.mext.go.jp/
　
★国立教育政策研究所社会教育実践研究センター

http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
★国立三瓶青少年交流の家 (℡：0854-86-0319)
http://sanbe.niye.go.jp/
「平成23年度教員免許状更新講習『授業や学校経営に活かす体験活動』」
＜８月５日(金)～８月７日（日）＞　　

★国立江田島青少年交流の家(℡：0823-42-0660)
http://etajima.niye.go.jp/
カッター研修１日コースの対象変更について
http://etajima.niye.go.jp/pdf/program/cutter/cutter.pdf
施設の利用申込み方法について
http://etajima.niye.go.jp/02use/use.html
★国立吉備青少年自然の家(℡：0866-56-7232)　
http://kibi.niye.go.jp/
★国立山口徳地青少年自然の家(℡：0835-56-0113)
http://tokuji.niye.go.jp/
★放送大学　
http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■
この度の震災等で亡くなられた方々の御冥福を心からお祈りするとともに，被災された皆様に心から御見舞い申し上げます。
未曾有の大災害により，国全体が大きな混乱を迎えています。問題解決に向けて,今回ほど多くの国民が「自分たちに何ができるのか？」を共に考え行動しようとしている時はないのではないでしょうか。ＮＰＯやボランティアによる災害支援をはじめ,地域コミュニティの再構築，適切な情報を入手するための情報リテラシー等･･･様々な動きに, 生涯学習や社会教育が持つ力がどのように関わっていけるのか強く意識させられています。
これからも，当センターから発信する情報が，県民の方々の現実の生活にどう関わり，どう役立っていくのかを常によく考えながら，情報の提供に努めていきます。本年度もどうぞよろしくお願いします。　（松田　愛子）　
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